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統合報告書の歩み

環境省
２１世紀金融行動原則
オルタナ
サステナブルブランドジャパン
同志社大学 など

統合報告書・サステナビリティレポートのあゆみ

対 話

～2015年 2016年 2017年

講 演

取 材

アニュアル
レポート

ＣＳＲ
レポート

統合報告書
【１冊目】

サステナビリティ
レポート
【１冊目】

統合報告書
【２冊目】
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勝因は…
・チーム力
・部門横断

環境報告書

2015年7月

ＣＳＲ
レポート

環境報告書

外部評価（2018年実績）

【報告書・活動に対する評価】

■第22回
環境コミュニケー
ション大賞

「環境報告書部門
持続可能性報告優秀賞」
⇒5年連続

7度目の表彰

■ＦＴＳＥスコア
「４.１」獲得

⇒「Home Construction」
部門で世界１位

■その他、ESG評価機関
高得点を獲得

大
和
ハ
ウ
ス
グ
ル
ー
プ
が
Ｅ
Ｓ
Ｇ
の
観
点
で

「一
目
置
か
れ
る
企
業
グ
ル
ー
プ
」
へ

日経ＥＳＧ
日経エコロジー
環境ビジネス など

機関投資家
上場企業各社
ＥＳＧ評価機関
など

※ＣＳＲレポートと
環境報告書を統合

2018年

統合報告書
【３冊目】

サステナビリティ
レポート【２冊目】

■第22回
日経アニュアル
リポートAW2018
「準グランプリ」
（２年連続）

■WICIジャパン
優秀賞受賞

■GPIFの国内株式
運用機関が選ぶ
「優れた統合報告書」
に選定

サステナビリティ
レポート【３冊目】

統合報告書
【４冊目】

2019年
サステナビリティ
レポート【4冊目】

統合報告書
【5冊目】

2020年
サステナビリティ
レポート【5冊目】

統合報告書
【6冊目】

2021年
サステナビリティ
レポート【6冊目】

統合報告書
【7冊目】

2022年

サステナビリティレポート【5冊目】

統合報告書【8冊目】

2023年
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し
、
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業
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上
を
説
明

有価証券報告書

※有価証券報告書
の情報拡充のため
統合報告書の内容
をベースに掲載す
る体制がスタート

有価証券報告書 有価証券報告書 有価証券報告書

有価証券報告書

財務情報と非財務情報の
重要情報を整理・統合した報告書
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統合２０２２を対話ツールとして活用

【投資家から頂いたご意見（一部抜粋）】

• 今回の統合報告書はパーパスが加わり、これまでよりどっしりとした印象を受けた。特に良いなと思ったのは策定プロセス。従業
員を巻き込んだことを高く評価したい。マテリアリティはすべて御社の持続的価値に関わるものだと実感し、一つ一つに腹落ちし
た。長期的なビジネスをイメージしやすい統合報告書に仕上がっていると感じた。

• 環境戦略と経営戦略の繋がりが明確になると、御社が環境負荷低減しつつ、業績成長の持続性を高めていく中長期的な価値創造ス
トーリーがより強化されると思います。短中長期での目標を設定され、事業を通じて取り組まれている素晴らしい環境戦略と理解
しており、2055年のゴールに向けた進捗として、2026年時点でのKPI目標達成をどう評価すればよいか、また将来の財務指標への
影響はどうかという点を確認していきたい。

• ガバナンスの観点では、我々は、御社が子会社をガバナンスできているかという点を非常に注意してみています。また海外には監
査役に馴染みがないので、海外投資家からすると監査役の役割を理解しにくい。当社ならではの取り組みなどを紹介するのも一つ
の手だろう。なおESGのKPIの実績値等は、速報値でも構わないので本決算時に開示してほしい。

• マテリアリティ「デジタル変革」について、統合報告書における関連説明が、前年度と比較して見つけにくくなった印象。推進体
制、施策実行の時間軸、施策の取り組み状況、人材、基盤、KPIなど含め全体像を今一度確認したい。

• マテリアリティのKGI/KPIは未特定ということなので、次年度での開示を期待する。

• インパクトへのフレームワークは進化している。投資家の分かりやすさだけに寄り添いすぎるとミスリードになる可能性もあるの
で、御社が示すような「一人一人の歓びに寄り添う」といった示し方はある意味、的を得ているかもしれない。
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「統合報告書2023」の課題と解決の糸口

「経営の軸」「事業の推進」「基盤の強化」の課題を
【経営上・組織上の課題】と【情報開示上の課題】に整理し、統合2023を制作。
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統合報告書2023（１）ポイント ※2023年8月末発行（英語版10月発行）

2022年版は、将来の夢・第7次中期経営計画の策定およびマテリアリティの特定をメインに説明。
2023年版は、長期視点・サステナビリティのストーリー化（価値創造ストーリーの深化）により
成長戦略の実現可能性を確かなものとして理解いただけるよう制作。

❷

❸

❹

❶

統合2023

p.５

❷

❸

❹

❶

長期ロードマップ

マテリアリティ
KGI/KPI

価値創造
インパクト

環境戦略

分かりやすかったとご意見いただいた
「ハイライト」ページは継続。
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統合報告書2023（２）キーとなるページのご紹介❶

長期ロードマップとして、マテリアリティや、財務・非財
務情報のKPIと共に整理し開示。
長期志向の機関投資家との対話機会に繋げる。

統合2023

p.16
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統合2023

p.18
統合報告書2023（２）キーとなるページのご紹介❷

マテリアリティのKGI／KPIは、7次中計の管理指標
と紐づけ開示。
統合報告書2022で示し切れていなかった事業環境と
マテリアリティと第7次中計の関連性を整理したこと
で、将来の夢の実現に向けた道筋を明示。
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統合2023

p.19
統合報告書2023（２）キーとなるページのご紹介❷

「特定プロセスを明示してほしい」
というご意見を受け、マテリアリティの
KGI/KPI特定までのプロセスを記載。
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統合報告書2023（２）キーとなるページのご紹介❸統合2023

p.28-29

価値創造ストーリーについては、毎年ブラッシュアップしてお
りますが、今年は、３つの基盤から生み出される力を再整理
①迅速な課題解決力、②現場密着力、③複合的な事業提案力
とし、最大の強みを「共創共生で価値を創出する力」とした。

ビジネスモデルは、7次中計で示した
循環型バリューチェーンモデルに置
き換え。これに基づき社会インパク
ト創出のページを作成。
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統合報告書2023（２）キーとなるページのご紹介❸統合2023

p.56-57

“将来の夢”に掲げる「再生と循環の社会インフラ
と生活文化の創造」に向けて、リブネス事業の取
組みをご紹介。当社が役割を果たすことで社会に
もたらすインパクトを、全社視点で明示。

投資家からの注目が高い、
データセンター事業についても社会
インパクトの視点で説明。
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統合報告書2023（２）キーとなるページのご紹介❹統合2023

p.62～

環境戦略をストーリー化。
7次中計の施策、環境関連事業、基盤の強化の環境対
応など、点在する環境情報をリスク・機会の両面から
再整理し、脱炭素に向けての現実解を明示。
マテリアリティ（カーボンニュートラル＆サーキュラ
ーエコノミー）と第7次中計、EGP2026を整理。
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統合報告書2023（３）役員メッセージを積極的に掲載

社外役員からの代表メッセ
ージを通じて、企業価値向
上への貢献を示す。
特に海外投資家へ「監査役
の役割」をより理解いただ
けるよう、今回は監査役メ
ッセージも掲載。

7次中計におけるカー
ボンニュートラル戦略
を担当役員が説明

人的資本経営の要と
なる人財育成と組織
風土の醸成について
の考え方を示す

トップメッセージは
有価証券報告書にも

掲載
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統合報告書2023（４）社会・DX

マテリアリティのKPIに特定
した「従業員の働きがい」に
ついて、現状分析や考え方を
明記

統合2023

p.73～

DXの体制や考え方をより
ご理解いただけるようペー
ジ構成を工夫。
技術・ものづくり基盤と、
顧客基盤でどうDXを活用
し基盤を強化していくのか
を説明。統合2023

p.23
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統合報告書2024に向けた課題

１：マテリアリティKPIの進捗管理と継続的開示
※有報でのマテリアリティ明示の検討

２：事業戦略とESG戦略との統合
※ESGの取組みが、どう事業成長に繋がっていくのかの明示の検討

３：各事業の理解深化に向けた追求
（ストックとフロー＝循環型バリューチェーン／国内と海外／不動産開発／社会価値創出／事業本部制・グループ会社・シナジーなど）
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大和ハウスグループ “将来の夢”

生きる歓びを、未来の景色に。

動画をご覧ください



16


	統合報告書2023の概要説明���
	統合報告書の歩み
	統合２０２２を対話ツールとして活用
	「統合報告書2023」の課題と解決の糸口
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	スライド番号 16



